
医療・救護
ボランティアマニュアル

2024.2.18.SUN

■ 種 目／マラソン 42.195km 日本陸上競技連盟・AIMS公認コース
ペアリレーマラソン、ウィメンズ20.4

■ 主 催／北九州市、 (一財)北九州市陸上競技協会
■ 主 管／北九州マラソン実行委員会
■ 制作運営／RKB毎日放送、毎日新聞社、にしけい、ALSOK福岡

担当係

名 前

北九州マラソン
ボランティアデスク 093‐531‐2573

●受付時間／9:00～17:00（土日祝除く）

●前 日／7:00～20:00

●当 日／5:00～9:00

●開設期間／2024年2月29日(木)まで

2月17日(土) 9:00 ランナー受付開始（全種目） 西日本総合展示場 新館１階

EXPO開場 西日本総合展示場 新館１階

9:30 キッズマラソン開催 あさの汐風公園

14:00 開会式 西日本総合展示場 新館１階

19:00 EXPO閉場 西日本総合展示場 新館１階

20:00 ランナー受付終了 西日本総合展示場 新館１階

2月18日(日) 7:00 ファンラン受付開始 北九州国際会議場

9:00 マラソン、ペアリレーマラソン他　スタート 北九州市役所前

ファンラン受付終了 北九州国際会議場

EXPO開場 西日本総合展示場 新館１階

10:00 ファンランスタート 北九州国際会議場前

10:45 ファンラン終了 北九州国際会議場前

15:00 マラソン、ペアリレーマラソン　終了 北九州国際会議場前

16:00 EXPO終了 西日本総合展示場 新館１階

大会スケジュール

電子マニュアルはこちら！



連絡先 電話番号 用途

医療救護本部 093-512-0515 傷病者が発生したとき

運営管理担当 093-967-0763
救護所運営に関する連絡・報告
（開所・閉所報告等）
AED隊の配置に関する連絡・報告

医療指揮専用 093-967-0762 医師直通ダイヤル

救急相談ダイヤル 080-7700-6874 医師直通ダイヤル

資材班 093-967-0846
資材や備品に関する問合せ
（物がない、壊れている）

総務責任者
080-7137‐2159
080-7700-6180

救護タクシーを配車するとき

ボランティアデスク 093-531-2573 当日欠席・遅刻する場合

救護関係 電話番号一覧

低体温症の対応手順

救護備品のやかん、カセットコンロまたはストーブで沸かした湯をたらいに張り、ペットボトルの水や
経口補水液を温める。３２キロ救護所は電気ケトルで湯を沸かす。

① 汗や雨で濡れている場合は水分を拭き取り、乾いた衣類に着替えさせる

② 毛布などで体を包み、ストーブの前で体を温める、ホッカイロも使う

③ 温かい飲み物を飲ませる

救護備品のタオル、Tシャツを使用

救護備品の毛布・アルミックシート、ストーブを使用。32キロ救護所は屋内で暖を取る。



目 次

■活動について

■救護体制・業務役割について

１. 救護本部

2. 救護所

■会場図

１. コースマップ

２. スタート会場図

３. フィニッシュ会場図

４. ボランティア休憩所

■救護連絡体制

１. 組織体制

■医療救護 連絡系統

１. 基本的な考え方

２. 通常連絡系統

３. 通常報告内容

４. 緊急時連絡体制

５. スタート時安全管理体制

■救護所スケジュール

■救護所

１. 集合場所、移動（集合時・解散時）

２. 救護所主任（市職員）の業務内容 【スタート救護所】

３. 救護所主任（市職員）の業務内容 【スタート救護所以外】

４. 救護所 １日の流れ

５. 救護所内の準備

６. 救護所の閉所（最後尾ランナー通過後）

７. 救護所での対応手順

■ 「救急車」要請手順

１. 傷病者情報

２. 現場情報

３. 同乗者

４. 診療録

５. 連絡

６. 病院選定

７. その他

■ 「救護車」要請手順

１. 傷病者情報

２. 現場情報

３. 車両運用

４. 診療録

５. 帰着連絡

６. 救護所で棄権した競技者のフィニッシュ地点への移動

３

５

7

１１

１２

１５

１７

２２

２３

■救護所 配置詳細

スタート救護所

３km関門

8km救護所

１１km救護所

１５km救護所

２０km救護所

２５km救護所

２９km救護所

３２km救護所

３６km救護所

４０km救護所

フィニッシュ救護所

■AED隊

１. 集合

２. 移動（集合時・解散時）

３. 集合場所・バス乗車場

４. AED隊 １日の流れ

５. 業務全般

６. AED隊の種類と業務内容

７. 距離表示シート

８. 【移動AED隊】フィニッシュ救護所への動線

■操作説明

救護Navi操作方法（WEB版／救護本部、救護所のPC・タブレット）

救護Navi操作方法（アプリ版：専用スマートフォン）

RUN PASSPORT（ランパスポート）操作方法

■救護本部

救護本部

救護本部での電話対応

看護師の業務内容

市職員の業務内容

■収容監察車・救護車

収容監察車（看護師）

救護車（同行者）

■収容者一時待機車

収容者一時待機車管理係

■各種見本・資料

２５

４９

５５

５９

６５

６９

７２



3

医療・救護

北九州マラソン
ボランティアデスク 093‐531‐2573

●受付時間／9:00～17:00（土日祝除く）

●前 日／7:00～20:00

●当 日／5:00～9:00

●開設期間／2024年2月29日(木)まで

❶ やむをえない事情で当日に欠席、遅刻する場合は、北九州マラソンボランティアデスクに必ず連絡してください。

また、事前にお分かりの場合も必ずボランティアデスクに連絡してください。

❷ 原則として、活動中の早退、途中参加はできません。

担当 帽子 ウェア ビブス

救護所主任(市職員) 白色 オレンジ色 水色

ボランティア ― 黄色 ―

移動AED隊 赤色 赤色 ―

AEDサポート隊 赤色 ― 赤色

❷ペットボトル

キャップは外して一緒のゴミ袋
に入れる。ラベルはそのまま。

●ペットボトルとキャップ

❶段ボール

●段ボール

❸その他

●紙コップ ●紙コップ以外の
燃えるゴミ

●燃えないゴミ

原則として、集合場所から各救護所へは『スタッフ送迎バス』で移動します。

なお、「スタート救護所、フィニッシュ救護所は現地集合」、「20km救護所は徒歩」で移動です。

□医療・救護マニュアル（この冊子）

□時計（もしくは時刻が確認できるもの）

□雨具(透明ビニールレインコートなど）

□防寒具（カイロなど）

□筆記用具

□スタッフパス

□携帯電話、スマートフォン(お持ちの場合）

❶ ボランティアの荷物置き場、預かり場所はありません。

❷ ウエストポーチやリュックなど必ずご自分の身に着けられるもので自己管理してください。

❸ 貴重品や荷物の盗難、紛失に関して主催者側は一切責任を負いません。

担当 帽子 ウェア ビブス

医師 赤色 赤色 白色

看護師 赤色 赤色 白色

理学療法士 赤色 赤色 白色

審判員 紺色 JAAF ロゴ有 ―

当日の欠席、遅刻の連絡先１

活動場所への移動２

当日持ってくるもの３

個人の貴重品、荷物など４

服装識別５

ゴミの分別６

活動について
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医療・救護

押さえておきたいポイント7

北九州マラソンに関わるみなさまへ8

●団体・グループ・ファミリーの代表者は、必ず活動日までに以下の事項をメンバーへお伝えください。

①集合時間・場所を確認

スタッフパスとマニュアルにご自身で記入してください。

②活動内容を確認

自分の担当係（活動場所）と位置（目印や○○km 付近）を必ず確認してください。

③当日は、必ずボランティアウェア（黄）を着用（スタッフパスは貼付）

マニュアルを持参することも忘れないように。

④みなさまのリーダーは 『北九州市職員』、『ボランティアリーダー』

当日は、市職員・ボランティアリーダーの指示により活動を行ってください。状況によっては、警察官・警備員・審判員

（JAAF帽子着用）の指示に従ってください。

市職員による出席確認・活動内容の説明・配置場所・備品の確認を行った後、活動を開始してください。

⑤傷病者対応に困ったら、スタッフパスの表面に記載の『救護本部』に連絡‼

意識がない方を見つけたら、迷わず119番に通報してください‼

あわてずに、落ち着いて対応すること。何よりもまず命が最優先です。緊急時は迷わず通報してください。

ボランティアのみなさまには、市内はもちろん全国から参加する１万2千人を超えるランナーが安全・安心に大

会を楽しめるよう、運営をサポートしていただきます。活動にあたって、下記のお願いごとがあります。

心得① 『とにもかくにも安全第一‼』

ランナー、ボランティア、応援の方、大会関係者、通行する人や車、近隣にお住いの方や事業所のみなさまなど、すべての

方にとって安全に大会を運営できるよう、それぞれの場所にご留意をいただきながら活動をお願いします。

心得③

『マナーアップでみんなニッコリ‼』

すべての方にとって、気持ちの良い大会にな

るよう、マナーアップにご協力ください。

❶ボランティア活動場所への移動には、公共

交通機関を利用しましょう。

❷ごみ拾いにご協力をお願いします。

❸長時間にわたる場所は交替で休憩をとるな

ど、助け合いながら活動しましょう。

➍ボランティア用のウェアは目印です。

一番上(コートなどの上)に着用してください。

また、休憩中はウェアを脱いでください。

心得②

『ボランティアの笑顔なくしてランナーの笑顔なし‼』

「がんばっとる人を見たら、ほっとけんちゃね！」とキタキュー人の熱～

い気質で、良い意味でのお節介(＝おもてなし)をお願いします。みなさ

まの温かい心づかいと笑顔のおもてなしは、きっとランナーの心に残る

ことでしょう。

外国人や障害のある方も参加しています。筆談・手話など特性に応じ

たコミュニケーションをとる、要補助者用更衣室（スタート会場・フィニッ

シュ会場のみ）の場所を案内できるようにしておくなど、すべてのラン

ナーにサポート・応援の気持ちを示しましょう。

頑張って
ください！

両手をグーにして、両腕を胸の前
で水平に構える。両手をグーのま
ま、上下に2回動かす。

左の手のひらを下にしてグーに
する。右手もグーにして、左手首
を2回たたく。

お疲れ様
でした！

応援の気持ちを示す手話
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❶ フィニッシュ会場の大会本部(西日本総合展示場新館3F)に、救護本部を設置。

❷ 救護本部は消防本部・車両本部・警察本部と隣接し、救急救護情報を常時共有する。

❸ コース上の各救護所、AED隊などの情報を収集し、判断、指示を行う。

❹ 救護者数・救急搬送患者の状況把握とその事後対応。 必要に応じ、救護者の緊急連絡先の検索と連絡。

救護本部

医師

❶ 診療部門の統括。必要に応じて、救護本部の医療指揮への連絡を行う。

❷ 救護所内傷病者の状態把握、観察、処置及び看護師・理学療法士への処置を指示。診療録の記入。

❸ 救急、救護事案発生時のトリアージ、対応判断、緊急時の一次救命処置。

理学療法士

❶ 医師、看護師と連携し、軽微な処置を要する者への対応。診療録の記入。

❷ 救護所設置の車イスにより歩行困難なランナーの救助を行う。

看護師

❶ 来所者のトリアージ。

❷ 軽微な擦傷、切傷、捻挫等に対する一般的な応急処置及び医師の指示に基づく患者の処置。診療録の記入。

❸ 医療備品などの準備、残数管理、医療廃棄物の分別回収。

ボランティア

❶ 傷病者の案内、誘導、入退室管理簿の記入。診療録の上段部分を記入し医師、看護師へ引継ぐ。

❷ 歩行困難なランナーの救護車への乗降や、車イスの補助などを行う。

❸ 救護所主任の補助を行う。

救護所主任(市職員)

❶ 運営部門の統括。

❷ 救護所スタッフの業務管理、必要な備品類、什器類、書類などの資材管理を行う。

❸ ボランティアと協力し、医療スタッフが円滑に活動出来るようサポートする。

❹ 救急搬送時、同行する（必要に応じて、看護師が同行する場合もあり）

❶ スタート会場、フィニッシュ会場、コース上の９ヶ所に救護所を設置する(関門に併設)。

❷ 各救護所には、「医師、看護師、理学療法士、市職員、救護ボランティア、定点AED隊、審判員」等を配置。

❸ 歩行困難なランナー(緊急度・低)を救護所に運ぶため、救護車が待機する。

[救護所の役割]

❶ 簡易な医薬品を準備し、応急処置、一次救命を行う。

❷ ランナーの走行コンディションの回復を目的に完走をほう助するものではない｡

重篤な傷害の予防を目的とする場合は、救護所の一時的利用を促す。

❶ 北九州マラソンを安全に実施するための体制を確立する。

❷ ランナー、ボランティア、観客、スタッフ、警備員等に事故が起こった際に応急処置、

早期初期治療及び速やかな救急搬送により、被害を最小限に抑える。

❸ 競技中の事故を未然に防ぐ。

目的

救護所の組織体制

審判員(北九州市陸上競技協会) ※収容関門と兼務

❶ 医師や看護師が競技続行困難と判断したランナーへ、競技中止の指導を行う。

❷ 関門業務と兼務のため、救護所か、救護所近くの関門に配置される。

救護所

❶ 各救護所に、救護所主任1名、定点AED隊1名を連絡担当者として配置。

❷ 医師、看護師は医療部門の統括、定点AED隊はAED隊の統括、救護所主任は運営部門の統括を

行い、必要に応じて救護本部への連絡を行う。

救護体制・業務役割について

救護本部１ P.59

救護所２ P.17
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❶ 救護所(収容関門)から離れた場所で棄権したランナーの低体温症を防止するため、一時待機場所として

ワンボックスカーを配備する。

❷ 25km～36kmの救護所の間に2ケ所配備する。

❸ 棄権したランナーは、最後尾バスの到着を車内で待つ。

❶ 公募したメディカルサポートランナー(医師、看護師、救急救命士、アスレティックトレーナーの資格を有する)

にはあらかじめ大会が定めたペースで走ってもらい、参加者の安全を見守ってもらう。

❷ ビブス(赤色)を着用し、緊急事案発生時には迅速な一次救命を行う。

❸ 公募したメディカルサポートランナーは前日受付のうえ、前半担当者はスタートから、後半担当者はペアリレー

マラソン中継点からスタートする。

❹ 公募以外(通常参加者）の中で医師、看護師、救急救命士、アスレティックトレーナーの資格を有する方で

「メディカルサポートランナー」としてご協力いただける方には、「メディカルサポート」のゼッケンを背中に

つけて走ってもらい、緊急時には救急救命活動をお願いする。

(前日受付の際に受付会場内のヘルプデスクで申出て受付を行う。)

8km、20ｋｍ（フィニッシュ会場）、25km、32km、付近に待機

救護車 ❶ 歩行困難者(緊急度・低)を救護所や病院へ運ぶための車両。車イスを常備。

❷ 車イスを積み、コース内は走行せず並行する道路を走行。

歩行困難者近くの交差点まで行き、車イスを利用して乗車。

❸原則、救護本部の指示で動く。救護車を利用したランナーは棄権となる。

❹緊急対応を要さない歩行困難者、病院搬送者に対応する。

❺歩行困難者を救護車に乗せ救護所、病院に運ぶ。

❻各救護所付近のピックアップ地点は各救護所詳細図を参照。

❼ 救護車ドライバーはGPS機能付きスマートフォンを持ち、現在地がわかるようにする。

❶ 救護所に到着後、ランナーが通過するまでの間は、救護所内で救護所主任を補助する。

❷ 救護所周辺に駐車している収容バス内において、乗車した収容者の状況を観察する。

体調に異変等が生じた収容者を発見した場合、救護所スタッフへの連絡や119番通報など適切な対応をとる。

❸ 必要に応じて、毛布やドリンクを乗車したランナーに渡す。

❹ 救護所閉鎖後は、救護所スタッフと共に輸送バスでフィニッシュ会場まで戻る。

市

❶ 各収容関門で、「スタッフ輸送バス」「収容バス」の管理を行う。

❷ 救護所および収容バス内の備品の管理を行い、必要に応じて備品の不足している関門等に輸送を指示する。

❸ 関門閉鎖後、８、11、15km救護所の「車イス」と「必要備品箱」を収容バスに乗せる。

近

Ｄ

❶ 「29km救護所」「フィニッシュ救護所」には、「特設救急隊(救急車)」が待機し、緊急時に備える。

❷ 救急隊は、救護所業務は行わない。

❶ 「定点AED隊」 各救護所に待機し、「移動AED隊」に指示や連絡を行う。※3km定点AED隊は、関門で待機。

❷ 「移動AED隊」 AEDを携帯し自転車で移動する。

通信体制を有し、緊急時には自転車で救急事案発生地点に急行し、救命処置を行う。

最後尾ランナー通過後、コース内を走行しながらフィニッシュ会場へ向かう。

❸ 「AEDサポート隊」 所定の位置に配置し、コースを見回る。移動AEDの補助。

❹ 「移動AED隊」「AEDサポート隊」は、軽微な傷害(筋けいれんなど)についても可能な限り(救命業務に支障の

ない範囲で)サポートする。

AED隊 ＜定点AED隊、移動AED隊、AEDサポート隊＞３ P.49

メディカルサポートランナー４

救護車 （ドライバー/第一交通産業、同行者/市職員）５

収容者一時待機車 （収容者一時待機車管理係/市職員、ドライバー/第一交通産業）６ P.69

収容バス管理係(市職員)について７

収容関門ディレクター(近畿日本ツーリスト)について８

特設救急隊(救急車)について９
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会場図

コースマップ１
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スタート会場図２

❶ 6時00分からは、本庁舎を中心に女子専用エリアが設けられます。（図面、点線 枠内。）

❷ 6時00分以降に集合等、本庁舎に入る必要のある方は、「女子専用エリア入口」でスタッフパスを提示してください。

❸ 本庁舎の「地下１階、１階、３階、4階」の男子トイレも女子専用トイレになります。

男性は「屋外の仮設トイレ」 もしくは「本庁舎２階の男子トイレ」をご利用ください。

アスリートビブスかスタッフパスがないと入れません

ランナー専用エリア
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フィニッシュ会場図３

男
子
更
衣
室

入
口

計
5
台

女
子
更
衣
室

入
口

計
5
台

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

救
護
所
入
口

計
1
1
台

前
半
救
護
所

A
E
D
隊

集
合
場
所

後
半
救
護
所

A
E
D
隊

集
合
場
所
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ボランティア休憩所４

休憩所は「AIM３階 313～315会議室」をご使用ください。

西日本総合展示場 本館

西日本総合展示場
新館

AIM

北九州マラソン
EXPO会場

フィニッシュ会場

3F 北九州市
子育てふれあい

交流プラザ
「元気のもり」

3
1

5

3
1

4

3
1

3

D
展
示
場

E
展
示
場

F
展
示
場

G
展
示
場

ボランティア休憩所

2F

ガ
レ
リ
ア

AIM 3F

西日本総合展示場
新館 1F

エスカレーター

※休憩時はボランティアウェアをお脱ぎください。
※休憩時、ランナー専用エリアを出入りする際は、スタッフパスを提示してください。
※荷物を置いての場所取りや、荷物を置いたままの活動はできません。
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大会本部

消防本部

市 収容バス

①号車

市 スタート救護所

近 3km関門ディレクター

市 8km救護所

近 8km関門ディレクター

市 11km救護所

近 11km関門ディレクター

市 15km救護所

近 15km関門ディレクター

市 20km救護所

近 20km関門ディレクター

市 25km救護所

近 25km関門ディレクター

市 29km救護所

近 29km関門ディレクター

市 32km救護所

近 32km関門ディレクター

市 36km救護所

近 36km関門ディレクター

市 40km救護所

近 40km関門ディレクター

市 フィニッシュ救護所

AE 定点AED隊

AE 定点AED隊

AE 定点AED隊

AE 定点AED隊

AE 定点AED隊

AE 定点AED隊

AE 定点AED隊

AE 定点AED隊

AE 定点AED隊

AE 定点AED隊

市 収容バス

②③④号車

市 収容バス

⑤⑥⑦号車

市 収容バス

⑧⑨⑩号車

市 収容バス

⑬⑭⑮⑯号車

市 収容バス

⑰⑱⑲⑳号車

市 収容バス

⑥⑨㉑㉒号車(注)

市 収容バス

⑤⑦㉓㉔号車(注)

市 収容バス

②③⑫㉘号車(注)

AE 移動AED隊 39km

AE 移動AED隊 40km

AE 移動AED隊 41km

AE 移動AED隊 36km

AE 移動AED隊 37km

AE 移動AED隊 38km

AE 移動AED隊 31km

AE 移動AED隊 32km

AE 移動AED隊 33km

AE 移動AED隊 34km

AE 移動AED隊 27km

AE 移動AED隊 28km

AE 移動AED隊 29km

AE 移動AED隊 30km

AE 移動AED隊 23km

AE 移動AED隊 24km

AE 移動AED隊 25km

AE 移動AED隊 26km

AE 移動AED隊 18km

AE 移動AED隊 19km

AE 移動AED隊 20km

AE 移動AED隊 21km

AE 移動AED隊 22km

AE 移動AED隊 14km

AE 移動AED隊 15km

AE 移動AED隊 16km

AE 移動AED隊 17km

AE 移動AED隊 10km

AE 移動AED隊 11km

AE 移動AED隊 12km

AE 移動AED隊 13km

AE 移動AED隊 6km

AE 移動AED隊 7km

AE 移動AED隊 8km

AE 移動AED隊 9km

AE 移動AED隊 2km

AE 移動AED隊 3km

AE 移動AED隊 4km

AE 移動AED隊 5km

AE 移動AED隊 1km

市職員

近畿日本ツーリスト

第一交通産業

AED隊

陸協審判員

市

近

第

AE

陸

市 第 収容者一時待機車①

市 第 収容者一時待機車②

救護本部

車両本部

(公社)福岡県看護協会

後藤 明子

救護所統括 北九州市職員

運営管理

看護協会
北九州市職員

救護者管理

産業医科大学
医師

医療指揮長

(公社)北九州市医師会

岡本 高明

救護部会長

学蒲地
産業医科大学教授

蒲地 正幸

医療指揮本部

陸 審判長車(先頭)

陸 収容監察車①②(最後尾)

市 特設救急隊

AE 移動AED隊 35km

市立医療センター
医師

救急相談

産業医科大学
看護師

AED隊統括

株式会社RBS

通信

学蒲地
北九州マラソン事務局

坂上 亜衣

総務責任者

産業医科大学
職員

医療ロジ

産業医科大学
看護師

通報・搬送

RKB毎日放送

備品管理

第一交通産業

救護タクシー

警備本部

市 救護車①～④

救護連絡体制

組織体制１ 大会当日に別紙にて電話番号入り確定版を配付
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基本的な考え方１

大会運営本部

西日本総合展示場 新館３階

救護本部

西日本総合展示場 ３階 大会本部内

TEL ０９３-512-0515

救護部会長
救護所統括 ／ 医療指揮統括 ／ 総務責任者

医療指揮
093-967-0762

救護所管理
093-512-0515

運営管理
093-967-0763

救護所主任 定点AED隊
救護所

携帯電話
(公用携帯)

携帯電話
(救護navi)

移動AED隊

携帯電話
(救護navi)

AED隊サポート隊

携帯電話
※私物

ﾒﾃﾞｨｶﾙﾗﾝﾅｰ

携帯電話
※私物

❶ 救護本部には固定電話、携帯電話、パソコン（救護navi用）を用意する。

❷ 沿道の救護所、定点AED隊、移動AED隊には携帯電話（救護navi）を配布する。

❸ 沿道の救護所には、救護navi用のタブレット（AED隊配置確認、定時報告メッセージ送信用）を用意する。

❹ AED隊は、その場で対処できない場合は、救護本部（093-512-0515）に連絡する。

❺沿道の救護所は、救護所内で全て判断するが、必要に応じて救護本部（093-512-0515）へ連絡する。

❻ 救急車、救護車（病院搬送車）は、救護本部から配車する。

救護車

携帯電話
(救護navi)

❶ 各スタッフは上記連絡系統に従い、医療救護本部の報告を行う。
❷ 救護所からの報告は、救護所に配置するタブレット端末から、救護naviでメッセージ送信(P.53参照)する。
使用できない場合は、運営管理担当（093-967-0763）へ電話連絡する。

救護本部は常時、消防本部、車両本部、各救護所と『情報の確認、共有、発信など』の綿密な情報交換や整理を行う。

●開所報告

●閉所報告

●定時報告(30分毎)

●搬送時報告

救護所

●ピックアップ報告

●搬送後報告

●業務終了報告

救護車 定点AED隊

●配置報告

●業務終了報告

医療救護 連絡系統

通常連絡系統２

通常報告内容３



13

医療・救護

参加ランナー
一般観覧者

救護スタッフ
メディカルサポートランナー・

AED隊 等

大会関係者
競技審判員・区長・

ボランティア 等

救護対象者
発 生

119番

緊
急
通
報

緊
急
通
報

緊
急
通
報

発見 発見

発
見

救護本部
担当区救護所

（定点AED隊、救護所主任）
救護、救急要請等対応

通
報
②

通報 通報①

状況報告

対
応
要
請

対
応
報
告

救
護
車
要
請

救
護
申
請

緊
急
通
報

緊
急
通
報

対応対応

周辺に「救護スタッフ」が居ないか探す。

「救護本部」へ対応要請。

明らかに緊急を要する場合、直接「119」番へ連絡後、救護本部へ連絡。

通報①

通報②

緊急通報

❶救護本部に連絡が入る。

❷救護本部はランナーを救護所に運ぶ手段を考え、救護所及び救護車に指示。

コース途中で動けなくなったランナーへの対応（救急搬送以外）

①救護車の活用
▼救護車に車イスを積んでコース外の道路を通りランナーのところに行く。（市職員が救護車に同乗）
▼ランナーを乗せ、救護所へ連れて行く。

②救護所からの車イス
救護所から近いところに動けなくなったランナーがいた場合、
理学療法士等が車イスを押してランナーを迎えに行き、救護所に運ぶ。

緊急時連絡体制４
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スタート時のランナーの転倒や、競技中止を余儀なくされる様な緊急事態の安全管理体制は以下の通り。

転倒者等がすぐに競技を再開できない場合～後続ランナー迂回回避必要～

❶現場に最寄りの審判員は警笛（笛）を鳴らし、市職員（トラメガ）・ボランティアにて注意喚起を行う。

※二次災害を防ぐため、ランナーが通過するまで無理に現場へ近寄らない。

❷審判員はマイクを使用して注意喚起を行う。

❸市職員（スタートブロック係責任者）はスタート本部へ連絡し、状況を報告。

判断が必要な場合は指示を仰ぐ。

❹市職員は、安全に現場に近づける状況を確認し、転倒者等の状況確認を行う。

❺転倒者等が傷病の状況であれば、スタート救護所と連携し救護する。

スタート時にコース内（スタートブロック内）で起きた事象の場合

ランナーの
転倒等 ランナーの進行方向

注意喚起 注意喚起

迂回

迂回
ボ
ラ

注意喚起

市

連携・連絡体制

スタート本部
へ無線連絡

市

注意喚起

ボ
ラ

注意喚起

ボ
ラ

注意喚起

ボ
ラ

注意喚起

ボ
ラ

審判

審判員

注意喚起

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
会
場

ス
タ
ー
ト
会
場

スタート本部

大会本部

救護本部

ボランティアボランティア

市職員

ボランティア

市職員

スタート救護所

救急車

市職員

審判

電話連絡

市

スタートブロック係
責任者

スタート時安全管理体制５

スタート時にコース内外の緊急事態で競技中止の場合

＜ランナーおよび関係者の安全確保が必要＞

●現場の最寄りの審判員は警笛（笛）を鳴らし、市職員（トラメガ）・ボランティアにて競技中止を伝達。

●審判員はマイクを使用して競技中止を伝達。

●避難が必要な状況の際は、状況に応じた避難誘導を行う。 ※屋内避難＝勝山市営駐車場 ※屋外避難＝勝山公園
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No S １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ F

救護所名
スタート
救護所

８km
救護所

11km
救護所

15km
救護所

20km
救護所

25km
救護所

29km
救護所

32km
救護所

36km
救護所

40km
救護所

フィニッシュ
救護所

救
護
所

距
離 0km 7.5km 11.3km 15.3km 20.1km 25.3km 28.7km 32.1km 35.8km 39.8km 42.2km

救
護
所
配
置

市役所
テント

いのちのたび
博物館
駐車場

牧山公園
真颯館
高校

駐車場

小倉駅
新幹線口
交差点

門司
赤煉瓦
プレイス

シーサイド
プラザ

旧大連航路
上屋

関門
ロジスティクス

駐車場

コゲツ産業
駐車場

西日本
総合展示場

市職員
集合時間 6:30 7:20 7:20 7:20 7:50 7:50 7:50 7:50 7:50 7:50 8:50

集合時間 6:30 7:30 7:30 7:30 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 8:00 9:00

バス
出発時間 ー 8:00 8:00 8:00 8:30 8:30 8:30 8:30 8:30 8:30 ー

バス号車 ー 4号車 7号車 10号車 ー 16号車 19号車 20号車 24号車 29号車 ー

開所時間 6:45 8:45 9:00 9:20 9:30 9:40 9:50 10:00 9:40 9:45 9:45

閉所時間 9:20 10:45 11:10 11:55 12:30 14:30 14:30 14:30 14:50 15:00 16:15

バス
出発時間 ー 11:40 11:40 12:10 ー 15:00 15:00 15:00 15:10 15:20 ー

バス
号車 ー 12号車 12号車 1号車 ー 4号車 11号車 1号車 6号車 12号車 ー

先頭ランナー
通過時間 9:00 9:24 9:36 9:49 10:05 10:22 10:33 10:44 10:56 11:09 ー

関門
封鎖時間 ー 10:16 10:47 11:20 12:00 12:43 13:10 13:36 14:07 14:41 ー

救急車 ー ー ー ー ー ー 〇
（消防）

ー ー ー
〇

（消防）

救護車 ー 〇 ー ー 〇 〇 ー 〇 ー ー ー

AED 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

救護所スケジュール



AED隊
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AED隊

集合１

送迎バス乗車場

●集合場所／フィニッシュ救護所(西日本総合展示場 本館東側)

●集合後 ／❶ 各グループごとのテーブルが設置してあるため、自身が担当するグループのテーブルで受付する。

❷ “定点AED隊“は、集合時に配布された名簿を元にスタッフの確認を行い「当日配布資料」「携帯品」「昼食代」

一部のスタッフに「GPS付きスマートフォン」、「AED」、を支給する。

❸ “定点AED隊”と“移動AED隊”は「救護navi」の操作説明を受ける。

❹ AED隊本部の重要事項等のミーティング後、同乗する救護所のメンバーと自己紹介。

❺ “定点AED隊”は、行先ごとに送迎バス乗車場へ誘導し、全員が揃ったことを確認の後、バスを出発させる。

※各グループごとに移動すること

❶ 下記の表を確認し、「行き先、出発時間」を確認すること。

❷ 原則、各バスは下記の通り出発するため、“定点AED隊”は速やかに各AED隊ごとの乗車確認を行う。

❸ 用務終了後、定点AED隊は以下“帰り”の収容(輸送)バスに乗車し、フィニッシュ地点へ移動する。

❹ AEDサポート隊は、用務のない者は現地解散可。下記、救護所(3kmは関門)発の収容(輸送)バスへも乗車可能。

※移動AED隊は、自転車でフィニッシュ救護所まで移動

※『スタート救護所』以外の各救護所への現地集合は認めていません

移動（集合時・解散時）2

集合場所・バス乗車場3

乗車対象 行き先 定点 移動・サポ 出発時刻 到着時刻 現地出発時刻

1～5kｍAED隊 8:00 8:20 収容バス 1号車 10:00

6～9kｍAED隊 8:00 8:20 輸送バス 12号車 11:20

10～13kｍAED隊 11km救護所 収容バス 7号車 8:00 8:20 輸送バス 12号車 11:40

14～17kｍAED隊 15km救護所 収容バス 10号車 8:00 8:15 収容バス 1号車 12:10

18～20kｍAED隊 20km救護所 8:30 8:40 12:30

21・22kｍAED隊 21・22km地点 8:30 8:40
最後尾ランナー

通過後

23～26kｍAED隊 25km救護所 収容バス 16号車 8:30 8:45 収容バス 4号車 15:00

27～30kｍAED隊 29km救護所 収容バス 19号車 8:30 9:00 収容バス 11号車 15:00

31～34kｍAED隊 32kｍ救護所 収容バス 20号車 8:30 9:00 収容バス 1号車 15:00

35～38kｍAED隊 36km救護所 収容バス 24号車 8:30 8:50 収容バス 6号車 15:10

39～42kｍAED隊 40km救護所 収容バス 29号車 8:30 8:40 収容バス 12号車 15:20

行き 帰り

移動バス・方法

自力でフィニッシュ救護所へ

自力でフィニッシュ救護所へ

移動バス・方法

徒歩

フィニッシュ救護所から
徒歩・自転車で移動

収容バス 4号車
8km救護所
(3km関門経由)

集合時間

7:00 7:10

7:30 7:40

●移動方法とバスの発着時間
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定点AED隊 移動AED隊 AED隊サポート隊

定点AED隊集合

収用バス（ ）号車

（ ： ）

最後尾ランナー
通過後

救護所到着

当日の人員体制図
昼食代・物品を受け取る

定点AED隊、移動AED隊のみ ※救護所主任とともに

各グループごとに集合、定点AED隊は受付、物品と昼食代を配布

SCENE

AED隊全員集合

ランナー
通過中

バス出発

バス内で再度点呼

ランナー通過時刻までに周囲の状況確認、持ち場にて待機（ ： ）

前半（ ７ ： ００ ）

後半（ ７ ： 3０ ）

前半（ ７ ： 1０ ）

後半（ ７ ： 4０ ）

前半（ 8 ： 0０ ）

後半（ 8 ： 3０ ）

ミーティング

前半（ ７ ： 25 ）

後半（ ７ ： 55 ）

受付後、グループごとに顔合わせ

救護所従事者集合

本部AED隊より、重要事項の説明

救護navi操作説明

前半（ ７ ： 40 ）

後半（ 8 ： 10 ）

トイレ等済ませて待機

救護所待機
各AED隊の配置先確認

配置完了後、救護本部へ連絡

救護所で自転車を取り
配置先へ移動

配置完了後、定点AED隊へ連絡

徒歩で配置先へ移動
配置完了後、移動AED隊へ連絡

※救護本部（093-967-0763）

・救護所で待機
・「移動AED隊」への指示や連絡
・救護所との情報共有

・本部への報告

・持ち場のキロ地点に待機
・要請があれば現場に急行
・緊急の場合は救護本部に連絡

・コース上の見回り
・緊急時案発生時、 移動AED隊
または救護本部へ連絡し、

対応にあたる

※3km定点AED隊は関門で待機

・関門閉鎖後、収容(輸送)バスに
乗車しフィニッシュ救護所へ移動
・同乗している体調急変者の対応

を行う

・コース内を走行しながら
フィニッシュ救護所へ向かう

(サポ隊の「携帯品」「ビブス」回収)

・「移動AED隊」に”携帯品”と
“ビブス”を返却
・収容(輸送)バスに乗車し

フィニッシュ会場へ移動
(用務がない場合は現地解散可)

業務終了
フィニッシュ救護所裏の返却スペースに備品（自転車）を返却し、用務のないものは解散。

※移動AED隊は自転車乗り入れの導線要注意（P52参照）

AED隊 １日の流れ４
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❶ AED隊は、「定点AED隊」「移動AED隊」「AEDサポート隊」の3種類に分けられる。

❷ コース上の１km置きに、「移動AED隊」（AEDを装備した救急救命士等）を2名ずつ配置し、心肺蘇生業務を第一に行う。

❸ コース上に配置される「AEDサポート隊」は、「移動AED隊」の補助を行う。

移動AED隊とAEDサポート隊はグループで活動する。

❹ 各救護所には、AED隊の統括となる「定点AED隊」を配置する。AED隊からの連絡を集約し、本部へ伝達する。

❺ 移動AED隊は、「GPS機能付きスマートフォン」を所持し、自転車で救急事案発生地点に急行して救命処置を行う。

❻ 軽微な傷害(筋けいれん等)の場合でも、救命業務に支障のない範囲で可能な限りサポートする。

❼ 移動AED隊は、最後尾ランナー通過後、コース内を走行し、ランナーを観察しながらフィニッシュ会場へ向かう。

❶ 各救護所に待機し、「移動AED隊」への指示や連絡を行う。コース上の傷病者の情報を、救護所と共有する。

※3km定点AED隊は関門で待機。

❷ 関門閉鎖後は、救護所のAEDを持ち「輸送バス」または「収容バス」に乗車し、移動中の体調急変者の対応にあたる。

GPS機能付きスマートフォンを持ち、救護本部（AED隊本部）および移動AED隊との連絡・連携を行う。3～5km地点
ごとに小集団になる「移動AED隊」の小集団の動きを把握し、救急事案発生時適切な指示が出せるようにする。

定点AED隊

❸AEDサポート

隊
❶ 所定の地点に移動後、コース上のランナーの観察を行う。

❷ 事案発生時は「移動AED隊Ⓑ」と連絡をとり、指示を仰ぐ。

軽症者の対応(対応可能な場合は対応後、「移動AED隊Ⓑ」へ連絡)を行い、軽微な傷害(筋けいれん等)の場合でも、

救命業務に支障のない範囲で可能な限りサポートする。

❸ 最後尾ランナー通過後、「移動AED隊Ⓑ」に「携帯品」と「着用ビブス」を返却。

❹ 各救護所を出発する、収容(輸送)バスに乗車し、フィニッシュ会場へ移動。用務のないものは現地解散も可。

●アルミックシート(1枚)

●カイロ(1個) 
携帯品

●経口補水液(1本)

●ビニール手袋(1セット)

●カットバン＜大＞(5枚)

●カットバン＜中＞(5枚)

❶定点AED隊

●アルミックシート(1枚)

●三角巾(1袋)

●除菌ウェットティッシュ(1袋)

●ビニール袋(1枚)

●ビニール手袋(2セット)

●経口補水液(1本)

携帯品

●カットバン＜大＞(5枚)

●カットバン＜中＞(5枚)

●カイロ(1個)

GPS機能付き
スマートフォン
（1台）

❷移動AED隊

❶ 各救護所から１kｍごとの所定の地点に移動し、ⒶⒷ2名１組でランナーの観察を行う。

❷ 3～5km地点ごとに小集団を組織し、緊急事案発生時は連携して業務にあたる。(緊急時は、救護本部に連絡すること)

❸ 待機ポイントを最後尾ランナー通過後、「AEDサポート隊」から携帯品と着用ビブスを回収し、解散を行う。

❹ 「AEDサポート隊」の解散後、コース内を走行し、ランナーを観察しながらフィニッシュ救護所へ向かう。

なお、交通規制の都合上、新砂津大橋周辺に自転車動線が設定されている。

次項「「移動AED隊」 フィニッシュ救護所への動線について」を参照。

自転車で移動しながら、
ランナーを観察し、心肺
停止者がいた場合、AED

及び心肺蘇生を実施。

移動AED隊Ⓐ

GPS機能付きスマートフォンを持ち、定点AED隊と

連絡・連携を行う。「AEDサポート隊」に指示を出し、

迅速に対応可能な状態を作る。最後尾ランナー通過

後、「定点AED隊Ⓑ」に連絡し、AEDサポート隊の解

散を行う。その際、「携帯品」と「着用ビブス」を回収。

移動AED隊Ⓑ

GPS機能付き
スマートフォン
（1台）

AED
(1台)

●アルミックシート(1枚)

●カイロ(1個) 

●三角巾(1袋)

●除菌ウェットティッシュ(1袋)

携帯品

●ビニール手袋(2セット)

●経口補水液(1本) ●アンビュー

●カットバン＜大＞(5枚)

●カットバン＜中＞(5枚)

自転車
(2台)

●ビニール袋(1枚)

業務全般5

AED隊の種類と業務内容6

※3キロ関門のみ
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❶ コース前半の「1～20kmの移動AED隊」が西日本総合展示場に戻る際は、一度フィニッシュゲートのある交差点を通り

過ぎて、「新砂津大橋東交差点」にて折り返す。

※「国際会議場入口交差点」で、左折または、そのまま左側の車道を直進して走行することは禁止。

❷ 「新砂津大橋東交差点」 より転回し、「浅野町緑道入口付近の歩道」に進入、浅野町緑道を直進の後、突き当りを左折する。

「北九州国際会議場」と「ミクニワールドスタジアム北九州」の間を通り抜け、西日本総合展示場本館北側よりフィニッシュ

救護所へ戻る。

❸ 21km以降の移動AED隊も、走路よりこの動線でフィニッシュ救護所(海側入口)へ戻る。

コース1kmごとの車道沿いに、「距離表示シート」を

貼り付けています。移動AED隊とAEDサポート隊

は、車に気を付けて確認しながら目的地に移動して

ください。

※上の写真は過去大会のものです。

距離表示シート7

【移動AED隊】フィニッシュ救護所への動線8

進入禁止

進入禁止

北九州国際会議場

ミクニワールドスタジアム北九州

西日本総合展示場

●移動AED隊 動線図

「北九州国際会議場」と「ミクニワールド

スタジアム北九州」の間を通り抜ける。

21km以降の
移動AED隊の動線

新砂津大橋東交差点

新砂津大橋東交差点より折返し

←立て看板あり
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救護naviとは、救護業務をスマートフォンアプリとWEBシステムにより救護スタッフの位置情報の把握や傷病者情報の一元

管理を図るシステムのこと。

❶ 救護所連絡役（医師）定点AED隊、移動AED隊Ⓑ、各救護車のドライバーなどには、「スマートフォン(iphone)」を支給。

❷ そのスマートフォンに上記「救護navi」のアプリがインストールされており、スマートフォンからGPSを発信。

❸ 各スマートフォンの位置情報は救護本部・救護所でも把握をして、緊急時適切な指示が出せるようにする。

※集合時やレース序盤など密集してアイコンが見にくい場合は、
右下の「＋」で地図を拡大してください

下記URLもしくは右のQRコードにアクセス
https://kyugonavi.jp/aid/aid_Login/login

下記ID、PWを入力し、ログイン
ID：各使用端末に記載

PW：大会開催日8桁

「選択」ボタンを選択するとログイン完了！

１

２

３

↑ログインは
こちらから‼

①ログイン後の地図画面左側にて地図に
表示したいアイコン（スタッフ）に

チェックを入れ一番下の「絞込」を選択

地図上に選択したアイコン（スタッフ）の位置情報が
表示されます

１

２

救護Navi操作方法（WEB版／救護本部、救護所のPC・タブレット）

救護navi１

操作方法２

目的 救護naviで（WEB版）できること

❶各スタッフの位置情報の閲覧、確認

❸スタッフへの一部or全員への一斉メッセージ送信

❷傷病者レポートの入力、確認

➍電話発信、レポート一覧閲覧、確認

①ログイン、最初の準備

②各スタッフの位置情報の閲覧、確認
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ゼッケンNoを入力し、「検索」を選択すると
年齢など参加者情報が表示されます。

端末側のメッセージ到着時画面

地図画面上部の「メッセージ送信」を選択

全員、スタッフ別、スタッフの中の個人など宛先選択、
メッセージ区分、内容を入力し、一番下の「送信」を選択

スタッフが所持している端末（iphone）に
メッセージが送信されます

１

２

３

地図画面上部の「救護データ」を選択

一番右にある「レポート作成」を選択

情報を入力し、一番下の「確定」を選択すると
レポート作成完了

１

２

３

→

④スタッフへの一部or全員への一斉メッセージ送信

③傷病者レポートの入力、確認
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「救護navi」を選択 端末の裏面記載の
IDとパスワードを入力

❶ログイン、最初の準備

大会を選択 ログイン完了

❸テレビ通話

「通話」を選択 通話したい相手の
ビデオマークを選択

マップに位置情報が表示

❷通話

マップを選択 「先導車」と「最後尾
車」にチェックを入れ、
「マップ表示」を選択

❻ 『先頭・最後尾』の位置情報の閲覧

先頭・最後尾の
位置を表示

マップを選択 表示させたい「車両」や
「スタッフ」にチェックを
入れて「マップ表示」を

選択

➎スタッフ位置情報の閲覧

メッセージの受信は
画面に表示される

受信履歴一覧より
未読メッセージを選択

❹救護本部からのメッセージ閲覧

メッセージ詳細が
表示

未読メッセージは
未読件数を表示

山本さん作成

「通話」を選択 通話したい相手の
電話マークを選択

救護Navi操作方法（アプリ版：専用スマートフォン）

基本情報１

目的 救護naviで（モバイル版）できること

❶ワンプッシュ通話

❸スタッフ位置情報の閲覧

❷救護本部からのメッセージ受信

➍『先頭・最後尾』の位置情報の閲覧

操作方法2
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山本さん作成

RUN PASSPORTとは、アスリートビブス（ゼッケン）に印字されているバーコードを専用端末で読み取ることで、

本部等でリアルタイムに各セクションの件数、利用状況などを確認できるシステムのこと。

ログイン後、上部左から2番目の「参加者別集計」を選択

参加者検索画面にナンバーまたは名前を入力し、
「検索」を選択

※名前は漢字、かな、カナいずれかで入力

ヒットした名前部分を選択

性別、年齢、緊急連絡先などの情報を閲覧、確認できます

下記URLもしくは右のQRコードにアクセス
https://web.runpassport.jp/manager/login/?url=manager

下記ID、PWを入力し、「ログインする」を選択
ID ：10713
PW：Gira42195

北九州マラソン2024の「選択する」を選択し、
ログイン完了！

↑ログインはこちらから‼

10713

Gira42195

１

２

３

１

２

３

４

❶ 緊急連絡先を含めたランナーの情報を素早く確認することができます。

❷ 各収容バス乗車時、救護所入退出時にバーコードを読み取ります。

❸ ❶により大会本部・救護本部でリアルタイムに収容バス乗車ランナー、救護所利用ランナーの確認ができます。

RUN PASSPORT（ランパスポート）操作方法

RUN PASSPORT（ランパスポート）１

目的RUN PASSPORT（ランパスポート）できること

❶ランナー情報の閲覧、確認

❸救護所入退室ランナー確認

❷収容バスの乗車人数および乗車ランナー確認

操作方法2

①ログイン、最初の準備

②ランナー情報の閲覧、確認
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上部一番左の「受付項目別集計」を選択

下部にスクロールし、「関門」画面にて、
各収容バスの乗車人数が一覧で閲覧可能

２の画面でバスの名前部分を選択すると
そのバスに乗車したランナーのナンバーと名前が閲覧可能

さらにナンバー部分を選択すると
参加者の詳細情報の閲覧が可能

１

２

３

４

上部一番左の「受付項目別集計」を選択

下部にスクロールし、「救護」画面にて、
各救護所の入退室人数が一覧で閲覧可能

２の画面で救護所の名前部分を選択すると
その救護所に入所もしくは退所したランナーのナンバーと

名前が閲覧可能

さらにナンバー部分を選択すると
参加者の詳細情報の閲覧が可能

１

２

３

４

④救護所入退室ランナー確認

③収容バスの乗車人数および乗車ランナー確認
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●入退室管理簿

救護所名

ナンバーカード

（ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ不要）
体温 入所時間 退所時間

ナンバーカード

（ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ不要）
体温 入所時間 退所時間

1 ℃ ： ： 31 ℃ ： ：

2 ℃ ： ： 32 ℃ ： ：

3 ℃ ： ： 33 ℃ ： ：

4 ℃ ： ： 34 ℃ ： ：

5 ℃ ： ： 35 ℃ ： ：

6 ℃ ： ： 36 ℃ ： ：

7 ℃ ： ： 37 ℃ ： ：

8 ℃ ： ： 38 ℃ ： ：

9 ℃ ： ： 39 ℃ ： ：

10 ℃ ： ： 40 ℃ ： ：

11 ℃ ： ： 41 ℃ ： ：

12 ℃ ： ： 42 ℃ ： ：

13 ℃ ： ： 43 ℃ ： ：

14 ℃ ： ： 44 ℃ ： ：

15 ℃ ： ： 45 ℃ ： ：

16 ℃ ： ： 46 ℃ ： ：

17 ℃ ： ： 47 ℃ ： ：

18 ℃ ： ： 48 ℃ ： ：

19 ℃ ： ： 49 ℃ ： ：

20 ℃ ： ： 50 ℃ ： ：

21 ℃ ： ： 51 ℃ ： ：

22 ℃ ： ： 52 ℃ ： ：

23 ℃ ： ： 53 ℃ ： ：

24 ℃ ： ： 54 ℃ ： ：

25 ℃ ： ： 55 ℃ ： ：

26 ℃ ： ： 56 ℃ ： ：

27 ℃ ： ： 57 ℃ ： ：

28 ℃ ： ： 58 ℃ ： ：

29 ℃ ： ： 59 ℃ ： ：

30 ℃ ： ： 60 ℃ ： ：

※スタッフや観客の場合はナンバーカード欄に氏名、連絡先を記入してください （　　　　）枚目

入退室管理簿

主任氏名

●診療録

●収容者一時待機車管理簿

見本
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アスリートビブス一覧

裏面

＜手荷物預かりトラック番号＞
・マラソン男子／①～⑬
・マラソン女子／⑭～⑮
・ペア第１走者(男子)／⑥
・ペア第１走者(女子)／⑭
※ペア第２走者／西日本総合展示場
・ウィメンズ20.4／⑭

＜氏名＞

表面

●下地／白色
●文字／黒色

●下地／青色
●文字／黒色

●下地／青色
●文字／黒色

●下地／ピンク
●文字／黒色

●下地／白色
●文字／赤色

●下地／青色
●文字／赤色

●下地／青色
●文字／赤色
ニックネームは黒色

●下地／ピンク
●文字／黒色

●下地／黄色
●文字／黒色

●下地／オレンジ
●文字／白色

■ マラソン登録の部／男子 ■ マラソン登録の部／女子

■ マラソン一般の部／男子 ■ マラソン一般の部／女子

■ マラソン一般の部（ニックネーム）／男子 ■ マラソン一般の部（ニックネーム）／女子

■ ペアリレーマラソンの部／第1走者 ■ ペアリレーマラソンの部／第2走者

■ ファンランの部 ■ ウィメンズ20.4の部

240mm

1
6

0
m

m
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アンケート

北九州マラソン実行委員会事務局 ボランティア担当行 FAX ０９３－５８２－０１０３

ボランティアアンケート

ボランティアのみなさまには大会運営を支えていただき、事務局スタッフ一同、心よりお礼申し上げます。
本用紙は、活動終了時にマニュアルより切り離して市職員へお渡しください。
また、FAXや下記QRコードからの回答もお受けしています。
いただいた回答は、みなさまからの貴重なご意見として、次回大会の運営の参考にさせていただきます。
以下、該当する項目を○で囲み、必要事項をご記入ください。

１ 活動日、活動内容を教えてください。

（ ）２月１６日（金） 活動内容 （ ）
（ ）２月１７日（土） 活動内容 （ ）
（ ）２月１８日（日） 活動場所・内容（ ）

２ あなたの年齢を教えてください。

10代/ 20代/ 30代/ 40代/ 50代/ 60代/ 70代/ 80代以上

３ 今回のボランティア募集を何から知りましたか？

主催者からの連絡 / 大会ホームページ / テレビ・ラジオ / 新聞 / ポスター /
大会公式SNS / 知人からの紹介 / その他 （ ）

４ 今回のボランティア活動の満足度を教えてください。

とても満足 / 満足 / ふつう / 不満 / とても不満

５ 活動場所のボランティアの配置人数について教えてください。

とても多い / 多い / ふつう / 足りない / とても足りない

６ 次回大会では、あなたもボランティアリーダー（黄色ウェアにオレンジビブス着用）を
してみたいですか？

ぜひしてみたい / してもよい / どちらでもない / したくない

７ 活動中にお気づきの点などがございましたら、ご意見を聞かせてください。

以上 ご協力ありがとうございました。

※スマホからもアンケートにご回答いただけます。QRコードを読み
取っていただき、アンケートのページにアクセスしてください。



【転倒、ふらつき、蛇行、立ち止まりなど 通常の行動とは違った状況を発見した場合】

※ランナーだけではなく、ボランティアや観客、役員、警備員の中で傷病者が発生した場合も同様の対応を行ってください。

警備員、市職員の指示にしたがってください。

災害・悪天候による大会の決行・中止の発表は、大会当日2月18日(日)午前5時に下記にて発表いたします。

◆ 北九州マラソン大会ホームページ https://kitakyushu-marathon.jp/

◆ RKB毎日放送（4ch）中止の場合のみ、テレビでもお知らせします。

落し物は市職員に届け、市職員が総合案内へ届ける。通行人や沿道の観衆が落し物を届けてきた場合は、大会関係者の

所有物と思われる物品（ランニングウエア・グッズ類）はそのまま預かり、市職員に届ける。大会関係者の所有物か判断が

つかない物品（現金・財布・携帯電話など）は直接、近くの交番に届けるように拾った方に案内する。※但し、報労金等（お

礼）の権利を主張されない場合は、拾った時間、場所を聞きとって市職員に届けてもかまいません。

傷病者対応

地震、火事などの緊急事態がおこった場合

落とし物について

大会の中止について

全員がテロ等に対する危機意識をもって従事し、
不審物・不審者を発見したときは、ただちに警備員か市職員に連絡してください。

不審物・不審者を発見したとき

※電話番号はボランティアスタッフパスの表面に記載しています。下記のことをあわてずゆっくり伝えてください。

❶発見場所をわかる範囲で伝える。

「ボランティアの＊＊(氏名)です。○○(地点)付近で傷病者発見しました。目印は○○です。」

❷傷病者の状態を伝える。

意識はあるか? 呼吸はしているか? 身動きしているか? を確認。

❸選手のアスリートビブス（ゼッケン）番号を伝える。

「アスリートビブス○○番です」

❹救護本部の指示に従う。市職員にも報告する。

周りにいる
スタッフにも声を掛けて、

協力しながら、
迅速に行動しましょう!

活動前に自分の担当エリア・場所（周辺の目印になる建物等）を確認してください。

「救護本部」への連絡方法 TEL:093-512-0515

傷病者発見‼ 傷病者に数回、声をかける 『大丈夫ですか？』

救護を待っている間は、できるだけ寒さを防ぐ（温める）ようにしてください。

❶ 意 識 が な い 場 合

●周囲の人と協力し、歩道に運ぶなどの安全確保

●現場から119番通報

●通報後、赤いスタッフウェア、ビブスをつけたスタッフを探す

⇒近くにいなければ、救護本部に連絡（AED隊を呼ぶ）

❷ 歩 け な い 場 合

●周囲の人と協力し、歩道に運ぶなどの安全確保

●周囲に赤いスタッフウェア、ビブスを付けたスタッフがいれば伝える

●救護本部へ連絡（救護本部が対応についての指示を出します）

●状況によってはすぐに119番通報 ⇒通報後、救護本部に連絡

❸歩ける（動ける）場合

●傷病者を歩道に誘導し安全を確保する

●赤いスタッフウェア、ビブスをつけた人がいれば状況を伝え、

様子を見てもらう

●最寄りの救護所に誘導する(徒歩or救護タクシー)

重
症
度

●高

●低


